
３ 高付加価値化

(1) 対象地域の現状(高付加価値化)

ア 高付加価値化活動実践者及び志向者の動き

(ｱ) 管内において、農畜産物加工や直売、農家民宿、

農家レストランなど起業活動により、所得の向上

に取り組む農業者(法人含む)及びグループ数は、

令和４年８月現在207件である。平成28年から比

較すると、取り組み総件数は増加傾向にある。グ

ループが減少し、法人の取り組み件数が増えてい

る(図１)。

取り組みの内訳は、直売・加工・農家

民宿・農家レストランなどがあり、その

延べ件数は353件(令和４年普及センター

調べ。調査は隔年）。最も多いのが、産直

・直売活動136件である(図２)。その中で

ＪＡ直営・農場直営や道の駅を含む農産

物直売所は、30カ所運営されているが、

横のつながりはほとんどなく、近隣の直

売所の取り組み情報が求められている。

(ｲ) 新たに高付加価値化を志向する農業者

もおり、加工・販売に伴う施設の建設や直売活動についての相談を受ける場面では、普及

センターとしての初期の対応が求められている。

また、加工食品の製造･販売においては、食品衛生法に基づくＨＡＣＣＰの考え方を取

り入れた衛生管理や食品の各種表示など、法律の改正に伴う支援が必要となっている。

(ｳ) 管内では、農業体験やファームステイ、農家レストランなどの多様な取り組み(図２)や、

教育旅行の受入や畑ガイドによる農場ツアーもあり、これらを含むグリーン・ツーリズム

の取り組みは、十勝の農村振興や地域の活性化にもつながっており、活動の充実が図られ

ている。

(ｴ) 管内における農産物の輸出状況をみると、令和４年10月現在で12ＪＡが15品目を７カ国

へ輸出しており、この他にも輸出に向けた動きがみられる。

イ 高付加価値化情報の収集整理及び提供

(ｱ) 高付加価値化に係る許認可機関や技術相談機関など問合せ先等を収集・整理した『高

付加価値化情報収集先(Ｑ＆Ａ)』や、管内の高付加価値化に取り組む農業者を調査した『農

家アグリビジネス調査』、本所・各支所にある参考図書・資料や加工機材･機器等のリスト

等情報を整理し、本所･各支所職員で共有化を図り農業者等への情報提供に活用している。

ウ 関係機関・事業者との連携、情報共有

(ｱ) 管内には、帯広畜産大学やとかち財団(北海道立十勝圏地域食品加工技術センター、十

十勝産業振興センター等を運営）などの研究機関や起業化を支援する組織があり、情報収

集や専門的助言を受けることができる環境がある。また、管内には11市町村15カ所(研究

機関を含む)の加工施設で、技術者の指導を受けることができる状況にあり、農畜産物の

付加価値向上等への取り組みが行われている。

(ｲ) 農畜産物の高付加価値化を推進するために、これらの機関が企画するセミナーや技術等

情報提供を受け、本所・各支所の職員を通じて農業者に随時情報提供している。

図１ アグリビジネス取組件数

図２ アグリビジネス取組内訳（令和４年）



(2) 改善方向と対策(高付加価値化)

ア 高付加価値化活動実践者及び志向者の活動支援

(ｱ) 管内の実践者動向については、常に状況把握に努めるとともに、その事例の整理を行い、

今後取り組みを始めたい志向者への支援に応えられるよう普及センター本所・各支所間で

情報を共有する。

また、高付加価値化活動による売り上げ向上や所得向上に結びつくための実践者間の情

報交換の場を設ける。

高付加価値化実践農業者が活発に情報交換や交流ができるよう、技術向上研修会や相互

交流の場を設ける。

(ｲ) 新たに高付加価値化に取り組む志向者ニーズを把握し、農畜産物の加工・販売等の活動

を始めるための初期段階を支援する。そのために必要な情報の収集・整理と提供を行うと

共に、初期段階で対応できる手法の整理を行う。

また、加工食品の製造･販売において、食品衛生法に基づくＨＡＣＣＰに沿った衛生管

理の導入や食品の各種表示など、消費者に信頼されるための取組を支援する。

(ｳ) 十勝の農村振興や地域活性化のため、十勝総合振興局やグリーン・ツーリズム関連組織

と連携し、地域資源を活用したグリーン・ツーリズムの取組を支援する。

(ｴ) 農畜産物の輸出に当たっては、国際基準の取得や使用可能な食品添加物など、国による

輸出条件の情報を整理し、情報提供をする。

イ 高付加価値化情報の収集整理及び提供

(ｱ) 農業者の初期段階の支援に必要な各種情報の蓄積を継続して行い、高付加価値化志向

者等への情報提供に活用する。高付加価値化情報収集先(Ｑ＆Ａ)、十勝管内高付加価値化

情報、農家アグリビジネス調査、参考図書・資料リスト、加工機材･機器リスト等の情報

整理を行う。

ウ 関係機関・事業者との連携、情報共有

(ｱ) 管内の関係機関と連携し、十勝の農畜産物を生かした付加価値の高い加工食品の開発に

取り組む組織や農業者の技術向上を支援する。また、地域産業の活性化につながる地産地

消の推進や農業者と消費者の結びつきの強化に向けた取組を支援する。

(ｲ) 商工等の民間にある優れた情報や技術を取り入れ、農畜産物の高付加価値化を図るため、

連携活動を推進する。



(3) 推進事項(高付加価値化)

推進事項 高付加価値化活動の推進と支援

主な活動目標 ①高付加価値化活動実践者および志向者の活動実現

②高付加価値化情報の収集･整理および提供

③関係機関との連携体制構築、情報共有化

・直売所運営情報提供（２回）

・グリーン・ツーリズム実践者等組織活動支援(運営会議１回、研修

Ｒ３ 会11月開催 12名出席）

(実績) ・高付加価値化志向者相談マニュアル作成のための情報整備（相談時

整理表作成、Ｑ＆Ａの精査・更新）

活 ・高付加価値化研修会の開催（12月開催 54名出席）

・直売所運営情報提供（２回）

Ｒ４ ・グリーン・ツーリズム実践者等組織活動支援(運営会議１回、研修

(実績) 会11月開催 37名出席）

動 ・高付加価値化活動を進めるための情報整備（Ｑ＆Ａの更新・追加、

高付加価値化情報の更新・追加、農家アグリビジネス調査の更新）

・研修会の開催（12月開催 48名出席）

・高付加価値化取組事例収集（９事例）

年 ・高付加価値化活動を進めるための情報整備（Ｑ＆Ａの更新・追加、

Ｒ５ 高付加価値化情報の更新・追加）

(実績) ・高付加価値化取組事例収集（５事例）

・グリーン・ツーリズム実践者等組織活動支援(運営会議１回、情報

交換会１回開催 延べ16名出席）

・ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理導入支援 （１戸）

次 ・高付加価値化研修会の開催（11月開催 95名出席）

・高付加価値化活動実践者および志向者の活動支援

Ｒ６ ・高付加価値化情報の収集・整理および提供

(計画) ・関係機関との連携・情報の共有

・高付加価値化活動実践者および志向者の活動支援

Ｒ７ ・高付加価値化情報の収集・整理および提供

(計画) ・関係機関との連携・情報の共有



(4) 具体的推進計画(高付加価値化)

ア 高付加価値化活動の推進と支援

活動項目 支援対象 活動内容と方法 担当者 連携機関

・高付加価値化 高付加価値 ①高付加価値化に関わる農業 綾部主査 農政事務所、

活動実践者お 化活動実践 者の取組支援（研修会開催、 平田主普 振興局、とかち

よび志向者の 者･志向者 各種情報提供） 清水専職 財団、帯広畜産

活動支援 沼宮内専普 大学、北海道

田渕専普 中小企業家同

小川主査 友会十勝支部、

・高付加価値化 ①高付加価値化活動実践に必 遠藤専普 北海道６次産

情報の収集・ 要な情報の収集、実践事例 福岡専普 業化サポート

整理および提 の収集及び活用 センター

供

②管内における高付加価値化

関連情報の収集と共有

・関係機関との ①情報の収集・共有

連携・情報の

共有 ②協力・連携体制の構築


